
逆井城跡（猿島郡猿島町） 築城年代：享徳5年（1456）年、築城者：逆井常宗

　さかさい

　　　　　ここが逆井城跡入口





1曲輪、2曲輪が堀に囲まれた縄張で、差し詰めこの道が2曲輪への大手道ということか/北方向を見たところ



　冠木門とその左手に物見櫓が見える
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冠木門/この向こうが2曲輪（左手が西2曲輪、右手が東2曲輪）



　　　正面が物見櫓/左手が平櫓/空堀越しに見たところ



　　その左手を見たところ/右手が平櫓、左手が井楼矢倉/土塀で囲まれている



　　西側の堀は西仁連川の入江を利用した水堀となっている



　　西側から東方向に見たところ



　　西側の水堀を北方向に見たところで、右手の張り出した水際は船着場らしい



　その先はこんな感じで北側の西仁連川に続いていたようだ



　　　ここはその先にある西側から西2曲輪へ入るルート/水堀の向こうは土塁/後程ここを進んでみよう



　　そこから南方向に振り返ったところ



　　　さて、物見櫓へ行ってみよう



　　この橋を渡って進む/ここが大手口



正面に門がある



　　　　　　側面から見た物見櫓



　門の中に入ろう



　　　　　ここは西2曲輪/左手に見えるのは主殿入口の薬医門で関宿城から移築されたものと云う



　　　これはそこで振り返って見たところ



　　　　　その右手が物見櫓（二層櫓）/手前に説明坂がある





　　　　　　中へ入ってみよう





　　階段から二階を見上げたところ



二階の屋根裏



　　階段から一階を見下ろしたところ



　　　　　　南方向を見たところ



　　南側の空堀を見下ろしたところ



　右手を見るとこんな風に左手の堀の中央部には畝があり、堀が二重になっている



　　そして平櫓と井楼矢倉が見える/右手は主殿



　　　これは北方向を見たところで西2曲輪と左手に主殿入口の薬医門が見える



　これは東方向を見たところで冠木門と大手口の橋が見える



さて、物見櫓を出て平櫓（正面中央）と井楼矢倉方向に進もう



　　　　これは南側から見た平櫓



　　　　　正面中央は井楼矢倉



　　　　　　　これが井楼矢倉





　　これは南側から見た井楼矢倉



　　　　さて、井楼矢倉に登ってみよう/これは北方向を見たところで正面は主殿



　　　これは南東方向を見たところ/左手は平櫓と物見櫓



　　　　　これは南西方向を見たところ/水堀が南側から西側に廻り込んでいる



　これはその右手の北西方向を見たところで土塁と水堀が続いている/右手は主殿



　　　　さて、井楼矢倉を出てその土塁上を北方向へ進んでみよう/土塁は微妙な折れを見せている



　そこで左手を見たところで、張り出した水際は船着場らしい



　　　　同じく右手を見たところで、このエリアも西二曲輪



　　　　　その西二曲輪にこんな石の配列があった/これは古河城の書院礎石を復元したものらしい



　　　さて、これが関宿城から移築された主殿入口の薬医門







　　　　その中に見えるのが主殿





　　大台城遺跡発掘調査結果を基に復元されたものという





　　　　　枯山水庭園/前方に物見櫓や平櫓が見える



さて、これは主殿の北側にある観音堂





　　1588年の建立という/木柄の大きな角柱の面取り、舟肘木など天正期特有の様式をよく残しているという/東側から見たところ



　　　　　　西側から見たところ



　　　　傍にこんな板碑があった
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さて、先に見た西側から西2曲輪へ入るルートを進んでみよう



　　　　　　水堀を渡ると両サイドは土塁となっている



　　　　　左手（北方向）を見たところ/前方奥の小高い林の中は一曲輪（本丸）



　　　右手（南方向）を見たところ



　　　その土塁の内側で南方向を見たところ/土塁は微妙な折れを見せている



　同じく北方向を見たところ/前方奥の小高い林の中は一曲輪



　　　　　東方向へ進んでみよう



　　　　左手には一曲輪（右手）を取り巻く空堀がある/所々、湧水が溜っている



　　その空堀に下りて東方向を見たところ/左手が一曲輪



　　　　　　その先はこんな感じ



手前の高まりは西二曲輪（右手）から一曲輪（左手）への土橋のようだ/少し先に柵で囲まれたエリアがある



　　ここがそれで鐘堀池と云うようだ



　　　振り返って土橋を見たところ



　　　　　これはその土橋を西二曲輪から一曲輪方向（北方向）へ見たところ



　これはそこで東方向を見たところで、正面前方に空堀に囲まれた平場がある/逆井氏の古城跡の一部らしいが、角馬出しとも



　　　　ここは「古城」への土橋



　　　　　　右手を見ると空堀は折れを伴っている/右手は西二曲輪のエリア



その堀底に下りて東方向を見たところ



　　「古城」（右手）への土橋を南側から北方向に見たところ/正面遠方は一曲輪



　　　　さて、この平場が「古城」



左手に説明坂があり、柵の下が鐘堀池/その向こうが一曲輪





　　こんな具合



　　これは空堀越しに「古城」を東側から西方向に見たところ



同じく少し左手に寄って見たところ/左手は西二曲輪のエリア



　そこで南側から北方向を見たところ



　　　これが空堀の折れの部分



　　さて、前方は東2曲輪のエリア



　　　　　これは東2曲輪を西側から東方向に見たところ



　　東側から西方向に見たところ



　　南側から北方向に見たところ



　　北側から南方向に見たところ



これはそこで振り返って北方向を見たところで、手前に西仁連川が流れている/その向こうの水田一帯は「旧飯沼」で、江戸時代の
干拓によって現在の水域は西仁連川となっているという



　　さて、前方に石碑とその背後に櫓門（二階門）が見える





　　　　　左手に説明坂がある





　　　　櫓門の向こうが一曲輪



　橋の上から左手に空堀を見たところ



　同じく右手に空堀を見たところ/すぐ先で折れを伴っている



　　　これが櫓門/両サイドは土塁



　　　　左手に土塁を見たところ



　　同じく右手に土塁を見たところ



　　　　　これは振り返って東2曲輪方向を見たところ



　少し退いて見たところ/両サイドは土塁



　　　　左手の土塁を見たところ



　　　　右手の土塁を見たところ



　　　　　　ここが1曲輪/北側から南方向に見たところ



　　これはそこで振り返って北方向を見たところで、手前に西仁連川が流れている



　　　　　その左手を見たところ



　　　　同じく右手を見たところ



　1曲輪を西側から東方向に見たところ/中央に小祠がある



　　　　これがその城山大権現



　　　　　これは南側の1曲輪を取り巻く土塁上に登って東方向を見たところ



　　　　　　そこから南方向を見たところ/前方に西側から西2曲輪へ入るルートにあった橋が見える



　　　　土塁上を進んでみよう



途中、右手を見ると1曲輪と前方の西2曲輪を結ぶ土橋が見える/左手は鐘堀池の柵



　　　これが1曲輪から見た鐘堀池/その向こうは「古城」



　　　　　　更に土塁上を進む/左手にカーブしていく



　　これがそのカーブする空堀の角/空堀の向こうは東2曲輪



更に土塁上を進むと櫓門が見えてきた



　さて、これは空堀に下りてその櫓門を見上げたところ/この部分の空堀は折れを伴っており、右手の土塁上からは横矢が掛る



橋を潜って進んでみよう/右手が1曲輪



　前方で空堀が右手にカーブしている



　　ここが先程土塁上から見たそのカーブする空堀の角



　　カーブした先には鐘堀池の柵が見える/右手が1曲輪



　　鐘堀池



　　　　　さて、橋のあった場所へ戻ろう/左手が1曲輪



　空堀は橋の向こう側で折れを伴っている/土塁も折れて（横矢土塁）、横矢が掛る



　　こんな塩梅



　　その先は北側を流れる西仁連川（柵の向こう）へと続く



　　正面の西仁連川に落ち込んで行く名残りか/この辺りには櫓台があったようだが



　　　その左手はこんな感じになっている/左手が一曲輪



　　　　　柵の向こうは西仁連川



　これは柵の辺りから南方向に一曲輪を見たところ/当時は西仁連川が正面の辺りまで迫っていたのだろう
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さて、ここは東2曲輪の東側の3曲輪（坂東市観光協会の縄張図では東3曲輪となっている）/右手は東2曲輪と東3曲輪を仕切る
土塁（土塁は二重になっており、その間は空堀）/北側から南方向に見たところ



　　そこで振り返って北方向を見たところ/西仁連川が見える





　　これは3曲輪を南側から北方向に見たところ/左手は3曲輪と東2曲輪を仕切る土塁/正面前方に二つ目の井楼矢倉が見える



　　　　　これがその井楼矢倉



井楼矢倉の上に登って南方向を見たところ/正面の平場が3曲輪で、右手は3曲輪と東2曲輪を仕切る二重の土塁が南方向に延び
ている



　　　　　　　同じく東方向を見たところで、この畑地も3曲輪のエリアのようだ



　　同じく北方向を見たところ/西仁連川と旧飯沼が広がる



　　　同じく西方向を見たところ/二重の土塁の向こうに東2曲輪の平場が見える



さて、その二重の土塁（比高二重土塁）の間の空堀を南方向に進んでみよう/左手が3曲輪、右手が東2曲輪



　これはそこで振り返って北方向を見たところ/この先は西仁連川へ下って行くようだ



　　　　　これは左手の土塁上で南方向を見たところ/左手が3曲輪/土塁は左手に折れを伴っている



　　　　これは右手の土塁上で南方向を見たところ/右手が東2曲輪/土塁は左手に折れを伴っている



　　空堀もこんな風に折れている



　　　　　説明坂が立っている





　　　　　横矢掛りとなっている



　　　　更に南方向に進もう/前方で右手に折れている



　　　　　そして今度は左手に



　　　　　前方に橋が見えてきた



　　これがその橋/向こうが東2曲輪



　　　　　　左手を見たところ/前方でまた折れている



　　　　　　更に進んでみよう
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　　こんな感じで南方向に続いている



　　前方にまた橋が架かっている



　　こんな塩梅



　　これがその橋/向こうが東2曲輪



　　橋の上から南方向を見たところ



　　堀底に下りて南方向を見たところ



　　　　　　ここで空堀は終わっている/右手が3曲輪



　　　　さて、ここは南東外郭のエリアにある八幡神社





　　　　そこから北西方向に東2曲輪方向を見たところ
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